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､平成２３年12月２６日付けで行われた審査請求につい元､府政不服審査潟(昭和37年法律
第x加号)第茎0条第a項の縦により.次のどおり裁淵-ろふ.:＊； . ． 、 ． ’ 。 ､ 、 ｡ 。 ． ． ‘ ,。 Ｉ . ． 少 ：．．．｡ ･ ･ ･ １ ． ，．（．．'：.、主.．..．：...．:文、′・・

坪成2･3¥1i月”日付けで審査請求入に凱柿た生活保護鮭処分隅これ・ ・ ･ . ･ i : ：．．=塞崎←‘ｊ:”謹〒：←菫』"、… ． ： ．
：．．、

■似表“分的という｡)侭､審査請求人似下儒求人｣という6)に対し､生活保護法､(職”手癖郷44号｡以下｢海というも)鴬62条第３項の規定に基つき平
成23年i鯛2”術で生活保護廃止処分(以下順処分｣とい56)::を行ら琴｡i"J･請求入感原処分を不服と政《同年１２月･２６欧北海達ﾛ事に審査請求を行ったも.

｡ 申 ' ｡ ? ； ､ ： ． 、
： 。 。 ： “ : . . ､ : . 、 請 求 の - 要 冒 ． ： ． ， ． . ：
請求入は､原処分の取消しを求めて§次のとおり主張しているものと癖さ池る｡j:
一時的な収入ゐ申告漏れに対しては､本来〈厳重注意をもって措導ず砿足りるものであり､‘

処分庁が行っ鯨処分ぱ違法又ほ不当でお註…､： ：．．．

． ､裁決 . の理由．．．
． ． ． ： ：．･１．認定事実. :・・＆"．．・．
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を課しており-(法第６’条)､不実の申請その他不正な手段により礎を受けた者がある:どきはく保護費を支弁じた都銃県又は市町村の長瞬その費用の全部又は一部を､その． ． “ . ‘ ： ； ・

者から徴収するご:どができる．とさｵ穴いる(法第78条)｡-.． ． ； ・イまた､;保謹の難機離被艤者に郡て､,生活の維捺向上ぞの他保護の目的達成
に必難指韓ほ指示をする逗産ができるとされている(法第27条第噸)。
ｳ:被保護者感艤ゐ誠織ら簔蕊は指示毒旅準腿釧縦わなげれば濃
らないものとされており､朧唯葹機関隣被保護者がこの義に違反したときはきあ
喧鰹欝言蕊彗童讃菫獺駕濟萱廃止雪‘ゞ
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エ法第27条障る指導指示鹿'ﾛ頭により直接当該被保護者:にれによりｶﾐたい場合憐:当該齢菫>産対して柄ごどを劇とす葛が鋤I曇うて職塞せ凶れなかつ起と
意寸また奪目餉壼達せられな喰と認められるとき､及びその他の事由で口頭によりがたい

；鐵燕蕊奮撫:驚鱗辮:辮轤篝籠議職騨撫震薦
示に従わ熱)場合における保護ゐ変鼠停止又は廃止の適用についての基準を定めで若叺鴛噸鯨蕊蕊駕襄撫菫露蕊』
指導指示を文書で樹こととされている｡′ぃ#：(ｱ)最近1年以内において当該指導指示違反のほかに､,文書による指難示庭対する違反､
：’立入調査拒否若し〈嚇診総違反があったとき。’・
(ｲｿ法第78雑より費用徴収の対象どなる糖事実について以後改めるよう指導指示し

・たにもがかわらず､ご海に従わながざだと雷．- ：．
：、

(ｳ)職の停止を行うことによわ七は当該指導指示に従わせることが著しく職であると
. ． ． 認 め ら れ る と き ｡ ・ ： ･ ･ ･ ： ．‘二｡ 合 も
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(同(14)）などから、請求人は、本件賞与を含めた勤労収入に
-

づいて､適切に申告を行う′必要があることを十分自覚していたものと認められる古ま危・：

処分庁が本件賞与の未申告を発見す:るまでの間､請求人に申告の機会ｶﾐ妨げられる特別な
事管餓<いつでも申告できる状税にあるだのであるから億図的に申告を行わなかった．．』：、ｊ・・、、

ものどいわざるを得ない｡このような事情を勘案すると､今後は収入に係る:申告を念るこ
・ ・ ・ 華

とがないように指導又は指示を行ったとしても効果が期待される余地があるどは認められ・舎?-診、，

跡こと旗ぢ､請求火の主張は採用でぎず篇求人ゐ艤を廃止するとの処分庁の判断に
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